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一貫作業システム等の推進によるコンテナ苗の需要拡大、

育苗段階の技術向上と低コスト化をめざし、

低コスト造林の普及をめざす 2



森林・林業再生に向けた貢献

我が国の森林・林業の再生に向けて、国有林の組織、技術力、資源を活用し、民有林と連

携した施業の実施、森林・林業技術者の育成等を通じた民有林の経営に対する支援等に積極
的に取組。

低コスト化等に向けた技術開発・モデルの普及

・民有林への普及も念頭に、 実用段階に到達した先駆的な
技術等について事業レベルでの試行の実施

・地域ごとの地形条件や資源状況の違いに応じた低コスト
で効率的な作業システムの提案・検証や普及

コンテナ苗とその植付（関東局森林技術・支援センター）

課題への取組・背景等

・造林は伐採・搬出が修了し、時をおいた後に地拵え、適期に植
栽を実施。伐採・搬出が終了するとそこで使用していた機械は
他の現場へ移動、素材生産で使用した機械が使用できないと
いう状況である。

林業機械を活用し伐採・地拵え・植栽を連携して同時実行する
一貫作業システムによる低コスト造林技術の実証試験が、挿し
木スギ林業地である九州で実施されている。

関東においても、九州と条件の異なる低コスト造林技術を開発
するとともに実証試験地は研修等の場とし、低コスト造林技術
を普及することを目的とする。

開発目的

現状と問題点

・木材の価格が低下したまま推移し、厳しい経営状況が続
いている。木材価格の上昇は期待できないことから、林業
経営の収支の改善を図る技術開発が課題である。

素材生産は高密度路網と高性能林業機械を組み合わせ
た作業システムにより、低コスト化の技術開発が進んでい
る。一方、造林においては低コスト化の技術開発が遅れて
いる現状にある。

持続的な林業経営を可能にするとともに自給率を向上さ
せるには、造林コストの低コスト化が必要不可欠である。
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チェーンソー等 グラップル プロセッサ等 フォワーダ

先行伐倒・皆伐 木寄・集材 植栽搬出

(※１地拵え) (※２苗木運搬)
人力植付け

(※３コンテナ苗)(従来と同じ)

枝条を筋状に並べる
伐出作業が終わり、安全
な場所から植付け開始

造材

※２ フォワーダ
による苗木運搬

※１ グラップルによる
木寄・集材・地拵え

※３ コンテナ苗
の植付け

「一貫作業システム」とは

従来の地拵や植付の作業方法を抜本的に見直し、車両系林業機械を活用して
伐採・搬出～地拵～植付を連携して同時に行い、造林コストの低減を図るもの
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伐採 集材 地拵 造材 積込

搬出植栽場所へコンテナ苗運搬植付

グラップルで伐採木を作業道に木寄、アームの届く範囲で
枝条等の整理 ハーベスターで材を玉切り フォワーダに積み込み

チェーンソーで伐倒

フォワーダで土場まで運搬

土場からの帰りにフォワー
ダでコンテナ苗木を運搬

伐出作業及び地拵えが終
わり、安全な場所から専用

具で植付け開始

木寄せ・集材に使用したグラップルをそのまま地拵に使用すること
や、搬出に使用したフォワーダを苗木の運搬に利用することで、従
来の地拵・植付コストを低減させることができる☞

一貫作業システムの例（デモンストレーション）
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九州での実証ポイント

１．グラップルなど車両系機械による集材等

作業中に地拵えが行え、効率的である。

２．フォワーダにより材を運搬した帰りに苗
を植付け箇所まで運べることから、人力
に比べ労力が軽減される。

３．コンテナ苗を使用することで、植付け時
期を選ばずにいつでも活着が良い。

４．普通苗に比べ植付けの作業効率向上。

・大幅な作業効率の向上

・省力化が可能

一貫作業システムに
よる作業功程

４～９人工／ｈａ

従来作業による作
業功程

２７人工／ｈａ＜＜

実生コンテナ苗を活用した

関東地方における事業レベルでの実証試験を実施
（試験期間：平成２５～２７年度（３カ年））

【森林総合研究所・関東森林管理局・茨城森林管理署共同試験】

（独）森林総合研究所 「低コスト再造林の実用化に向
けた研究成果集」より

実証試験の相違点

関 東 九 州

コンテナ苗 実 生 挿し木

傾 斜 急傾斜地 緩傾斜

コンテナ苗を用いた一貫作業システムよる
低コスト造林技術の実証試験
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１．コンテナ苗の成長分析と植付け条件の解明
コンテナ苗の活着と成長、造林地の草本木との競合の分析からコンテナ苗に
おける
効率的植付条件を明らかにする。

２．コンテナ苗の効率的育苗技術の開発
（1）移植苗と直接播種苗との育苗比較と植付け後の成長比較
（2）リブ型とスリット型での育苗比較と植付け後の成長比較

上記の調査を実行し、コンテナ苗の最適な育苗技術を明らかにする。

３．一貫作業システムの工程の解明とコスト評価
一貫作業システムの作業工程を明らかにすると共にコストを評価する。

最終目標

マニュアルを作成し、その技術指導・普及

コンテナ苗及び一貫作業システム実証試験目標
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茨城県

試験地概要

場所 ： 茨城県城里町
錫高野

面積 ： 約２㏊／年

標高 ： 約１５０ｍ

傾斜 ： 約３２°

斜面方向 ：北
（成長量調査プロット箇所）

試験箇所資材量等試験箇所資材量等

東京都

千葉県

福島県

静岡県

新潟県

群馬県

栃木県

埼玉県

神奈川県

山梨県

関東局管内

試験箇所

コンテナ苗を用いた一貫作業システム実証試験地概要

実施計画年度 面積（ｈａ） 樹種 材積（ｍ3) 林令

スギ 369

平成２５年度 ２．１６ ヒノキ 598 ６５年生

計 994

スギ 1,040

平成２６年度 １．８６ ヒノキ 71 ６６年生

計 1,111

スギ 790

平成２７年度 １．８９ ヒノキ 227 ６７年生

計 1,017
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功程調査結果
（森林総合研究所）
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平成25年度

グラップル地拵え（0.5m3）
人力地拵え（２箇所）

平成26年度

グラップル（0.5m3） （急斜面）
〃 （緩斜面）

ロングリーチグラップル （急斜面）
人力

平成27年度

ロングリーチグラップル （急斜面、レーキあり）
ロングリーチグラップル （急斜面、レーキなし）

0.5m3グラップル ロングリーチグラップル

ヘッド到達距離 11.5mヘッド到達距離 6.5m

レーキH25年度： 人力地拵えと機械地拵え
H26年度： 急斜面・緩斜面、ロングリーチグラップルの効率
H27年度： ロングリーチグラップルでのレーキ使用の効果
について調査、比較。

調査の概要
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A B
人力地拵

機械地拵
9.7%

伐倒前

A B

0.5m3グラップル

機械でできない箇所は人力で地拵えを行う。

機械地拵え部分 傾斜28度
人力地拵え部分 傾斜35度

機械地拵えの面積の割合は極わずか（9.7%）

調査の概要～25年度
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人力地拵

機械地拵

0.5m3グラップル

人力地拵
機械地拵

面積・人力 87 m2 (14.8%)
傾斜・人力 30度
面積・機械 503 m2 (85.2%)
傾斜・機械 22度
使用機械 0.5m3グラップル

面積・人力 807 m2 (85.8%)
傾斜・人力 40度
面積・機械 134 m2 (14.2%)
傾斜・機械 37度
使用機械 0.5m3グラップル

急斜面 緩斜面

山側から枝条整理

谷側から枝条整理

すべて機械地拵え

急斜面

ロングリーチグラップル

面積・機械 444 m2 (83.0%)
傾斜・機械 28度
使用機械 ロングリーチグラップル
面積・残り 91 m2 (17.0%)

機械でできない箇所は
人力で地拵えを行う。

緩斜面とロングリーチグラップ
ルでは機械地拵え面積の割合
が大きい。

調査の概要～26年度
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レーキ使用・枝条多い
レーキ使用・枝条少ない
レーキ使用しない
人力

急斜面・ロングリーチ

傾斜：33.8度

傾斜：45.1度

傾斜：37.2度

傾斜：27.6度

ロングリーチグラップルレーキ使用

レーキ使用しない

レーキ

調査の概要～27年度
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平成27年度・地拵え後

調査の概要
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２人作業

５人作業

２人作業

２人作業

機械の作業能率は
人力の3～10 倍
（1/3～1/10の省力化）

機械地拵えは2～5人日/ha

１時間に10分の休憩をするものとして計算

結果 ～ 作業能率
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コスト 機械面積 併用時 人力との
割合 コスト コスト差

（千円/ha） （％） （千円/ha） （千円/ha）

25年度 急斜面・0.5m3 117 9.7 138 2 
急斜面・人力 141 90.3

26年度 急斜面・0.5m3 159 14.2 310 25
急斜面・人力 335 85.8
急斜面・ロングリーチ 152 83.0 183 152

26年度 緩斜面・0.5m3 135 85.2 152 98
緩斜面・人力 250 14.8

27年度 急斜面・ロングリーチ・レーキ 97 － － －
急斜面・ロングリーチ 166 － － －

人力・機械併用 ＜ 人力地拵え

緩斜面 ＜ 急斜面、 ロングリーチ ＜ 0.5m3グラップル
（機械地拵えの面積割合が影響）

レーキ使用 ＜ レーキ使用しない

結果 ～ コスト
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機械の作業能率は、人力の3～10 倍
（1/3～1/10の省力化）

機械地拵え可能な面積割合が大きい場所で
は地拵えコスト低減可能

レーキ使用による地拵えの効率化、地拵えコ
スト低減は効果あり

まとめ
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